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( 固 定 資 産 ) 6% 

たな卸資産や現預金の増加などにより、前期末比７％
増となりました。
　たな卸資産　　　1,499億円（前期末比 ＋11％）
　現預金　　　　  419億円（前期末比 ＋16％）

（負債）

短期借入金やコマーシャル・ペーパーの増加などに
より、前期末比９％増となりました。有利子負債は
約13％増加し、ネットDERは1.7倍となりました。

（純資産）
四半期純利益からの積み上がりはありましたが、前
期期末配当金の支払いによる剰余金の処分や為替換
算調整勘定の減少により、前期末比５億円の増加に
留まりました。
自己資本比率は、前期末比△1.3ポイントの20.5％と
なりました。
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当期は、特別損失として投資有価証券に対する評価
損を約１億円計上しました。
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前期末本年度第１四半期決算は、鋼材価格が前年同期に比べ高い水準にあったことや合金鉄の拡販などにより、売上高は前
年同期比22％増の4,974億円となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期の為替差益が差
損に転じたことや持分法適用会社からの投資損益が損失になったことなどにより、前年同期比20％減の35億円となり
ました。
年間配当は150円（中間配当75円、期末配当75円）を予定しております。
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2019年３月期 第１四半期決算の概要
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鋼材価格が前年同期に比べ高い水準にあったこと
や、合金鉄やステンレス母材の拡販などにより、前
年同期比22％の増加となりました。 純 資 産
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【親会社株主に帰属する当期純利益推移】 【有利子負債推移】
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阪和興業株式会社
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 2019年３月期 第１四半期連結決算ハイライト 
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新規連結した子会社の影響などにより、前年同期比
で８％約９億円の増加となりました。
その内、人件費は約７億円（新規連結子会社分は約
５億円）の増加でした。

（営業外損益）

営業外収益は約９億円減少し、営業外費用は約10億
円増加しました。主な内訳は以下のとおりです。
　為替差損益　　：前期 約４億円の差益
　　　　　　　　：当期 約５億円の差損
　持分法投資損益：前期 約２億円の利益
　　　　　　　　：当期 約３億円の損失

自 己 資 本

（特別損益）

(鉄鋼)
鋼材需要が堅調に推移し増収。鋼材価格は引続き高
い水準を維持しましたが、上昇ペースは徐々に安定
局面に入ったため利幅は縮小し減益となりました。
(金属原料)
ニッケルやシリコン系の合金鉄価格が上昇した他、
クロム系の合金鉄やステンレス母材の拡販により増
収に。利益面では為替差損や持分法投資損失の影響
などにより減益となりました。
(非鉄金属)
国際価格が高い水準で維持したことに加え、アル
ミ・銅スクラップの販売増により増収。金属価格の
上昇幅が縮小したことや為替差損の発生により減益
となりました。
(食品)
サケ類を中心に商品価格が高い水準で維持した他、
鶏肉類の取扱量増により増収・増益となりました。
(石油・化成品)
原油価格の上昇基調が続く中で石油製品価格も高い
水準が続き増収となりましたが、仕入れコストの上
昇などにより減益となりました。
(海外販売子会社)
シンガポールでの舶用石油・非鉄スクラップの取扱
い増やインドネシアの鋼材販売増加により増収。ま
た米国鉄鋼事業の採算改善が利益に寄与しました。
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トピックス
・マレーシアのコイルセンターTatt Giap Steel Centre Sdn.Bhd.に追加出資し子会社化
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（実績は、５株を１株にする株式併合の影響を加味して換算しております。） 


